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	応用
	抗原情報
	背景
	EIF2のαサブユニットをリン酸化することができ、翻訳制御を媒介する可能性がある。アミノ酸欠乏に応答して真核生物翻訳開始因子2（EIF2S1/eIF-2-α）のαサブユニットをリン酸化させる代謝ストレス感知タンパク質キナーゼ（PubMed:25329545）。アミノ酸飢餓への適応に必要な統合ストレス応答（ISR）の活性化因子としての役割を担う（類似性に基づく）。ストレスに応答してEIF2S1/eIF-2-αがリン酸化されると、EIF2S1/eIF-2-αは全般的なタンパク質合成阻害因子に変換され、キャップ依存性翻訳が全般的に減衰してアミノ酸の全体的な利用量が減少するとともに、転写活性化因子ATF4などのISR特異的mRNAの優先的な翻訳が同時に開始され、ATF4を介したアミノ酸生合成遺伝子発現の再プログラミングが可能になり、栄養素の枯渇が緩和されます（類似性による）。非荷電tRNAに結合します（類似性による）。アミノ酸欠乏に応答して、小胞体折り畳みタンパク質応答経路（UPR）の活性化または細胞周期阻害因子CDKN1A/p21 mRNAの翻訳活性化後にサイクリンD1 mRNAの翻訳抑制を促進することで、細胞周期停止に関与します（PubMed:26102367）。シナプス可塑性、学習、および長期記憶の形成の強化に役割を果たします（類似性による）。神経突起伸長抑制に役割を果たします（類似性による）。グルコース欠乏に反応してアポトーシス促進の役割を果たします（類似性による）。ストレス活性化プロテインキナーゼ/c-Jun N末端キナーゼ（SAPK/JNK）およびp38 MAPKシグナル伝達経路とは独立して、紫外線照射に反応して細胞全体のタンパク質合成抑制を促進します（類似性による）。アルファウイルス感染に対する抗ウイルス応答に役割を果たし、侵入したゲノムウイルスRNAの初期のウイルスmRNA翻訳を阻害することで、アルファウイルスの複製を防止します（類似性による）。
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	HeLa 細胞溶解物中の GCN2 発現のウェスタン ブロット分析。

